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松ケ崎小学校・研究テーマ

「災害から命を守り、
たくましく生き抜く子供の育成を目指して」

～他者と協働した桜島火山防災の学びを通して～

〇 目指す子どもの姿
過去の桜島大噴火をはじめ，様々な災害について理解し①、被害に

おける危険を認識することで、日常的な備えと的確な判断ができ②、
様々な危険回避をしながら自分の命を守る行動をとることができる③
子どもの育成を目指す。
（①知識・理解 ②思考力・判断力 ③主体性・実践力）



学校と連携した地域の防災教育～学校教育の視点～

○ 学校における子供への防災教育では、学校敷地内に滞在していると
きだけでなく、登下校時、地域で遊んでいるとき、自宅へ帰るときにも、
自らの力で判断し、行動することができる子供の育成を目指す。

○ 通常の授業を通じて培われる聞く力、考える力、情報リテラシー等は、
災害を生き抜く力となり、災害時に思い込みやデマに惑わされないこと
なく、自ら状況を判断し、行動する力につながる。

【自分の命は自分で守る】防災教育



○ 学校は、地域や家庭に対して学校教育における防災情報を
伝え、家族内において、保護者と子供が一緒になって防災につ
いて話し合い・考える機会を持つよう促すことが必要である。

○ 普段から地域を知るということは、目に見える物だけを見た
り知ったりするだけでなく、地域内の社会的なつながりや地域
の成り立ちや歴史を知ることも重要である。

そのためには

本日の授業



本日の授業について

ポイント チェック

１.目的の明確化 ①何を知りたいのか ②誰に聞くのか

２.質問の準備

①オープン・クエスチョン または クローズド・クエスチョン

②５W１H
（いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、どのように）

③簡潔で分かりやすい質問にする

３.インタビューの
実施

①笑顔で明るく、はきはきと。

②準備した質問に沿って、相手の目を見ながら丁寧に質問する。

③重要な情報はメモを取り、聞き漏らしがないようにする。

４.次回から
①情報の整理

②発表の仕方（タブレットでプレゼン、紙媒体･･･）

発表は、ぜひ他学年・他学校・地域の方々へ見てもらう工夫を！！



鹿児島県「学校安全の手引」追記より

【想定】授業日である水曜日の午前10時に、桜島に関して、気象庁
から噴火レベルを付して噴火警報が発表された。

初期対応は？

避難行動は？

① これまで行ってきた学校の避難訓練
② ①を見直し、修正した部分
③ 地域と一緒に実施している避難訓練

①（細かいところだが）想定の見直し
→改善：錦江湾内を震源とする地震発生
（震度６～７）。火山爆発を伴い、軽石が
飛散する。

＊ 「ヘルメットはGOODです。」
② 飛散物・津波の両方を考えたら、屋内避難
（２階）でもよい。
③ 津波は、浅いところで発生する予想のため、
スピードは速くないだろう。幸い、校舎２階から
様子が見えるので注視する。



防災教育の視点

知る 備える 行動する

【仮説１】災害や防災について、ICT機器を活用したり、他者と協働して
調べたり話し合ったりすることで、災害や防災について理解を深めること
ができるのではないか。
① 正しい知識と技能を身に付けておかなければ、いざという時に
的確な判断ができない。

② 子供たちが調べたこと、話し合ったこと、防災講演会、出前講座、
砂防センター見学 等
→ 学んだことを「かたち」にする。
（松ケ崎小作成の桜島リーフレット、 絵画、 防災川柳の紹介、
防災安全カードや防災個人カードの作成等）



防災教育の視点

知る 備える 行動する

【仮説２】災害や防災についての知識をもとに、地域の実態を調べたり、
避難訓練を実施したりすることで、災害が起こったときに、自分の命を自
分自身で守ることができるのではないか。
① 必然性のある避難訓練の実施
→ 中道教授からのアドバイスを生かす。

② 防災マップ（住んでいる地域）の作成
③ 非常持ち出し用リュックの中身の再確認
※ 正しい知識を得て、どんな備えが必要かを考え、日頃から準備して
おく必要がある。



防災教育の視点

知る 備える 行動する

【仮説３】災害や防災について身に付けた知識や技能を生かすことで、災
害が起こったときに、家庭や地域と助け合いながら、周りの人のために役
立つことができるのではないか。
① 地域や家庭を含めた総合防災訓練の実施（JRC炊き出し 等）
② 家族防災会議、 家族防災行動計画←すばらしい取組です。

ぜひ紹介を！
※ 頭で理解しただけでは行動に結びつかない。
訓練でできないことは 本番でもできない！



今後の流れ

７月中旬 ○研究公開の１次案内・発出

夏休み

○1学期学んだことから、非常用持ち出しリュックで購
入する物を注文。

○夏休みの課題の工夫
・個人でできるもの ・家族と一緒に考えるもの

○３校で授業の進捗状況や、２学期に向けた授業の確認。

９月
○各学校で調べたことの共有
→専門家による助言（市教委が調整）

10月 ○研究公開の２次案内の発出（予定）

11月
○（10～11月上旬）研究誌、指導案等完成
○展示物や掲示物、配布物の設営等



みんなにとって桜島とは？

桜島は脅威・怖い…だけではありません。
↓

併せて、桜島の自然やめぐみについて考え、桜島のよさを
実感させてください。

↓

子供たちにとって、ふるさとの自慢のひとつになって
ほしいと思います。

研究公開まで、どうぞよろしくお願いします。

先生方に
とって

桜島とは？


